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春季特別展の御案内 

展示資料紹介「紙の着物」 

扇子 

紙製壺 

ポチ袋貼込帳の一部 
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テーマ　　幻の博物館の“紙” 
　　―「日本実業史博物館」旧蔵コレクション展― 

　　期　間 ： 平成19年5月28日（月）～6月15日（金） 

　　場　所 ： 国文学研究資料館　2階展示室 

 

　幻の「日本実業史博物館」資料のうち、「紙・製紙」

に関するものを展示します。また、国立民族学博物館

の資料を借用して展示する予定です。 

　今回の展示は人間文化研究機構連携研究「日本実業史博物館資料の高度活用」の研

究成果中間報告も兼ねています。 

　日本実業史博物館は、昭和6年（1931）

11月の渋沢栄一没後まもなく、栄一の

嫡孫で渋沢財閥の後継者であった渋沢

敬三が中心となって、その実現が図ら

れました。 

　敬三が思い描いていた博物館は「渋

沢青淵翁記念室」・「近世経済史展覧室」・

「肖像室」から構成され、特に渋沢栄

一の生きた時代を扱う「近世経済史展

覧室」が重視されていました。そうし

た意図の下で、江戸時代の文化・文政

期から明治に至る日本の「経済史上最

モ画期的変化ノアリシ」時代の経済変

遷や発展過程を具体的に表す文書から

絵画・写真・物品に至る幅広い資料の

収集が行われました。 

　しかし、この博物館構想は、第2次

世界大戦中の経済統制及び戦局の悪化、

さらには戦後の財閥解体などによる社

会の激変により実現されることなく断

念されました。 

　日本実業史博物館の設立が断念され

た後、収集したさまざまな資史料は、

渋沢敬三が設立を推進した文部省史料

館（旧・国文学研究資料館史料館の前身）

に、昭和26年（1951）に一括寄託され

ました。そして、渋沢敬三が没する前

年の昭和37年（1962）9月、正式に寄

贈となり現在に至っています。 

表紙絵解説「諸国産紙問屋　兵庫本町通　南條荘兵衛（広告）の一部」 
 『日本実業史博物館資料』「器物の部」のうち、「伊勢辰コレクション」に含まれる広告の一部。
同コレクションは、江戸千代紙の店『伊勢辰』が収集したもので、昭和14年に「日本実業史博物
館設立準備室」が購入した。当時の集計で263件、価格は1936円。（器物08-011-15-005） 

日本実業史博物館は、なぜ幻の博物館か？ 



お 知 ら せ 
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　当館では、直接来館できない利用者のために、以下のようなサービスを行っています。平
成１９年１月から３月まで、アスベスト工事のためにサービスを休止していますが、４月か
ら再開します。再開に当たって、図書館等への貸出については、従来の、紙焼写真本・図書
の合計１０冊以内から、紙焼写真本１０点２０冊、図書１０冊（合計３０冊）以内に拡大します。 

○所属機関の図書館を通じて、以下のサービス
を行っています。図書館間ネットワークにより、
迅速なサービスが受けられます。 

○大学等に所属されていない方は、公共図書館
への貸出も可能です。お近くの公共図書館に
ご相談ください。 

遠隔地の方への資料利用サービス 

■ 図書館相互協力（ILL）による 
 複写・貸出サービス 

○直接、郵送又はFAXにより複写申込
をすることもできます。下記の事項を
資料複写申込書（当館ホームページの
閲覧利用案内 

 
からダウンロードできます。）に記入
して、情報サービス係にお申し込みく
ださい。 

○料金をご連絡しますので、現金書留で
ご郵送ください。折り返し複写物をお
送りします。 

 
【申込に必要な情報】 
氏名・住所・電話番号（FAX番号、メールア
ドレス）*電話番号等は通信欄に記入して
ください。 
資料名・請求記号・配架場所・複写部分・複
写方法（論文の複写申込の場合は巻号、論
文名、（著者名）も記入してください。） 

■個人で直接複写申込 

http://www.nijl.ac.jp/~jyousa/etsuran.html

大学共同利用機関法人人間文化研究機構 
国文学研究資料館　管理部事業課 
　　情報サービス係 
　　〒１４２－８５８５　東京都品川区豊町１－１６－１０ 
　　電　話　０３－３７８５－７１３１　内線２６４ 
　　ＦＡＸ　０３－３７８５－７８０５ 
　　メール　etsuran@nijl.ac.jp

問い合わせ及び申し込み先 

　必要事項（資料名・請求記号・
複写部分・複写方法など）を確認し、
所属機関の図書館等にお申し込み
ください。 
　料金の請求、複写物の送付等は
図書館を通して行います。 

国文学研究資料館 

文　献　複　写 

　資料の一部については、利用者の所属
する図書館に貸出をし、図書館での閲覧
ができます。（*但し、原則として東京都
外の機関に限ります。） 
対象：紙焼写真本（サービス区分により

貸出できないものがあります。）・
図書（他館では入手困難な資料のみ。
貴重書・和装本・劣化資料を除く。） 

冊数：一機関当たり紙焼写真本10点20
冊・図書10冊（合計30冊）以内 

期間：貸出・返却にかかる郵送期間も含
めて30日間以内 

貸　　　　出 

http://www.nijl.ac.jp/~jyousa/etsuran.html
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通常展示 

 和書のさまざま 　－書誌学入門－ 
　 
　和書の形態をわかりやすく紹介する書誌学入門展示です。 
 
　第一部では「装訂」「書型」「本の各部」「料紙」について、 
　第二部では「写本」「版本」「本以外の資料」について、 
　具体的かつ体系的な解説を施しております。 
 
　基礎から書誌学を学びたい方だけでなく、和書を愛するすべての皆様に御覧いた
だければ幸いです。 
 
　　日　時　:　平成19年 4月16日（月）～ 5月18日（金）　10:00～16:30 
 
　　場　所　:　国文学研究資料館　2階展示室 ＜入場無料＞ 

●「日本古典籍総合目録」の公開 

　昨年末、当館ホームページの〈電子

資料館〉から「日本古典籍総合目録」

（Union Catalogue of Early Japanese 

Books）を公開しました。 

　これまで公開していた「国書基本デー

タベース（著作編）」と「古典籍総合目

録データベース」を統合・拡張し、約

100万件のデータを検索できるように

したものです。 

　これにより、従来の二つのデータベー

スは停止します。長い間ご利用いただ

きまして、ありがとうございました。

今後は、当データベースをご活用くだ

さい。 

　当データベースは、日本の古典籍の

総合目録です。『国書総目録』（岩波書

店刊）の継承・発展を目指して構築した、

いわば「新国書総目録」ともいうべき

ものです。 

　古典籍の書誌及び所在についての網

羅的な情報を、著作及び著者について

の情報（典拠情報）とともに提供して

います。 

　また、『国書総目録』所載の所在・翻

刻複製についての情報（写本、版本、

活字・複製・謄写本の情報）を併せて

表示しています。 

　これらの書誌情報は、全国の大学・

図書館・文庫、その他の所蔵者のご理

解のもとに、データを採録させていた

だいています。所蔵者の皆様には心よ

り御礼申し上げます。 

　今後もデータの蓄積に努めて参りま

すので、よろしくお願いいたします。 

●閲覧業務の休止 

　ただいま、アスベスト含有建材の撤

去工事のため右のとおり閲覧業務を休

止しておりますので、皆様方のご理解、

ご協力のほど、お願いいたします。 

休止期間：平成18年12月27日 
 　～平成19年4月1日 

休止する業務 
・資料の来館利用（閲覧、文献複写） 
・相互利用（文献複写、現物貸借、 
　　　　　　郵送による文献複写） 
・資料撮影掲載 
・展示貸出 



ト ピ ッ ク ス 

展示室の様子 

シンポジウムの風景 

杉浦雅子氏と池田脩氏 

デジタル展示の様子 
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 ・デジタル展示 

　ここ数年、当館の展示ではパソコン

を使ったデジタル展示の取り組みを積

極的に行っています。秋季特別展でも、

モニタ上で仮想的に挿画を動かしたり、

弁士の語り口調で朗読した音声付きの

画像をスライドショーで見ていただく

などの多彩なコンテンツを設けました。

講談風の語りを懐かしく聴き入る方も

多く、研究者からも高い評価を得ました。 

　当館では、平成18年10月17日（火）

から11月 2日（木）まで、秋季特別展

「仮名垣魯文百覧会」を開催しました。

当初は13日間という開催日数でしたが、

好評のため11月9日（木）、10日（金）

も臨時に開催し、総計約1,000名の観

覧者があり、連日、展示室は活況を呈

していました。今回の展示は、幕末・

明治開化期文学に照明を当てたもので、

当館が近代部門を設けて以来初めての、

関連分野の蒐書展示となりました。また、

会期中の10月20日（金）に行ったシン

ポジウム「江戸から明治へ ―仮名垣魯

文を中心として―」でも多数の参加者

があり、会場からの熱のこもった質問

を交え、有意義な討論を行いました。 

 

　今回の展示は、他館や個人の蔵書家

からのご協力のもとに成り立っており

ますが、とりわけ、毎日新聞社新屋文

庫より貴重な資料の数々をお借りしま

した。展示期間中には、偶然、新屋文

庫が毎日新聞社に収められる際にご尽

力された故・杉浦正氏夫人の杉浦雅子

氏がご来館され、数日後には仮名垣魯

文の曾孫にあたられる池田脩氏がお越

しになるなど、展示によってもたらさ

れたご縁に、スタッフ一同喜びの色を

隠せませんでした。写真は、お二方を

交えての懇談会の一こまです。当日、

杉浦氏・池田氏から伺った貴重なお話は、

追ってプロジェクト成果報告書等にて

取りまとめる所存です。 

●秋季特別展・シンポジウム 

R O B U N

あらや 



狩衣着装実演の様子 

狩衣姿で講演する神野藤氏 

講演するＭostafa氏 

質疑応答の様子 

国文学研究資料館ニューズ　No.6  
２００７　Ｗｉｎｔｅｒ 

　当館では、平成12年度から毎年、全

5回の連続講演会を開催しています。 

　今年度は、「王朝物語山脈の眺望」

と題して、神野藤昭夫氏（跡見学園大

学文学部教授）に講師をお願いしまし

た（平成18年9月～11月）。例年聴講の

申し込み者が多く、今回も多数の中か

らの抽選となり、毎回150名前後の参

加者がありました。 

　神野藤氏は、平安時代を中心とした

物語の流れを、わかりやすく具体的に

語ってくださり、参加者は巧みな語り

口を聞き入りました。第 3 回目にはエ

ントランスに展示ケースを設置し、当

館が所蔵する貴重な古典籍を見ていた

だきました。 

　また、最終回では、神野藤氏が参加

者の前で狩衣姿となる過程を実演し、

その姿のままで講演していただくなど、

王朝の香り漂う中での講演会となりま

した。 

●連続講演 

　第30回国際日本文学研究集会を、平

成18年11月9日（木）、10日（金）の2日

間にわたって開催しました。 

　今回は、「表象と表現」というテーマ

をめぐって、13人の研究発表、4人の

ポスターセッション発表と Ｍostafa 

Ahmed Mohamed Fathy氏（エジプ

ト・カイロ大学助教授）の公開講演と

いった、合計18人もの発表・講演が行

われるという、充実したプログラムで

した。 

　参加者は136人、そのうち海外及び

国内に在住の11ヶ国の外国人研究者計

33人が参加しました。活気あふれる研

究発表と、会場における活発な質疑応

答は、参加者に多くの刺激を与えるこ

とができました。 

　海外における日本文学研究者との交

流と、国内に滞在する留学生の支援を

目指して行っている本集会は、今年で

30回目の開催となりました。多くの参

加者から、本集会の日本文学研究にお

ける国際化の促進に対する貢献が高い

ことを評価されました。 

●第30回国際日本文学研究集会 



大 学 院 教 育 

田中優子氏の講演会 

入試説明会 
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　総合研究大学院大学文化科学研究科

の日本文学研究専攻（博士後期課程）

は、当館を基盤機関としている大学院

です。日本文学研究専攻に入学した大

学院生は、当館において講義等を受け、

当館に所属する教員から研究指導を受

けることになります。現在、日本文学

研究専攻には12名の大学院生及び1名

の研究生が在籍して、研究と論文執筆

を行っています。 

 

　今年度も、12月に願書を受け付け、

2月に面接審査等を行います。それにあ

わせて、10月13日（金）の15時から、

当館において、日本文学専攻（大学院

博士後期課程）の入試説明会を行いま

した。これに先だって、13時から、法

政大学教授田中優子氏による講演「江

戸文学が残したもの－樋口一葉の実例

より－」が開催されました。本来はこ

れも入試説明会の一環として企画した

ものですが、この講演は一般の方々の

来聴も可としましたので、当日は100

人以上の来聴者で会場は満員となりま

した。田中優子氏は江戸文化の研究者

として著名な方で、『江戸の想像力』を

はじめとする数々のご著書があり、テ

レビ番組にも出演されています。ご講

演では、本の挿絵などの画像を見せな

がら、樋口一葉がどのような生涯を送っ

たか、またその作品『たけくらべ』な

どに江戸文学がどのように影響してい

るかなどについて、わかりやすく印象

的な語り口で語られました。『たけくら

べ』は、当時の芸能が見渡せるミュー

ジカル小説である、というあたりでは、

田中氏のお話から、当時の音が聞こえ

てくるような気がしました。また当館

との関わりについても触れられ、「国文

研に来るのは少し久しぶりですが、イ

ンターネットでは毎日のように訪問し

ています」ということも述べられました。 

 

　続いて15時から、大学院の入試説明

会が行われ、修士課程の大学院生など9

名の参加がありました。はじめに会場

で総研大の説明、入試についての説明

などが行われた後、教員の案内で館内

を見学し、通常は見られない書庫など

も含めて、館内を見て回りました。そ

して総研大に在学中の大学院生達と懇

談会を行った後、自分が相談したい教

員の研究室を、各自が自由に訪問しま

した。当日のアンケート結果によると、

館内見学や教員研究室訪問は、大変満

足度の高いものだったようです。 

 

　来年度も、入試説明会を実施する予

定です。詳細については、来年度になっ

てからホームページなどでお知らせい

たしますので、ご関心のある方は是非

ご参加ください。 

●日本文学研究専攻入試説明会 



当館では、古典籍及び図書の寄贈を受け付けております。御刊行・御所蔵の資料を広く
研究に活用させていただくために、皆様のご協力をお願いいたします。 

C
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平成１９年 １ 月２９日 

国文学研究資料館ニューズ　No.6  
２００７　Ｗｉｎｔｅｒ 

03－5751－7166

　国文学研究資料館の客員研究員とし

て六ヶ月間滞在して研究を進められた

のは本当に有り難い有意義な経験だった。

二年前の国際日本文学研究集会に参加

させていただいた時に発表テーマに選

んだ「西鶴と『徒然草』との関わり」

という研究テーマは昔から興味を持っ

ていて、いつか真剣に考えたいと思っ

ていた問題だった。 

 

　大学などの雑用を離れて、パリでは

なかなか揃わない定期刊行物や豊富に

集められた江戸時代の資料に至るまで、

ほとんど無限に思われる資源を自由に使っ

て、恵まれた環境で過ごすことができた。

この六ヶ月間は夢にも思わなかったう

れしい機会だった。広いテーマを『好

色一代女』の一作品に絞り、資料館の

利便を活かしてできる限り徹底的に調

べることができた。 

 

　私の研究に役立ったのは資料だけで

はなく研究者同士との交流の機会が設

けられたことであった。西鶴や他の日

本文学の専門家たちに調べてもらった

りして、いろいろ刺激を受け、自分の

研究をより正確に現在行われる西鶴や 

江戸文学の研究の流れに位置づけるこ

とができたかと思う。特に８月２３日、

２４日と二日間続いて開かれた共同研

究と西鶴研究会の会議は、忘れがたい

充実した時間だった。 

 

　桜の満開に少し遅れて肌寒い四月の

上旬に来日してから、忙しいだけに季

節は速やかに変わっていくように感じ

られた。例年よりやや長い梅雨や案外

に凌ぎやすい八月の暑さの後から、あっ

という間に秋の兆しが歴然する九月になっ

た。これから帰るパリ第七大学も引っ

越しが寸前に迫ってきた。それと同じ

ように、資料館も戸越を去って立川に移っ

て新しい段階を迎えようとしている。

どこも変化が激しい時代のようだ。豊

かな木立に包まれた、静かなこの戸越

の敷地は惜しまれてならないが、今後

の繁栄を祈ってやまない。 

 

　蝉しぐれやこおろぎの鳴き声を耳に

しながら、コンピュータに向って読書

や執筆に耽って過ごした日や夜は、私

の記憶の中に長くとどまるだろう。 

コ　ラ　ム 西鶴・国文研・パリ 

Daniel Struve（ダニエル・ストリューブ） 
フランス・パリ第七大学助教授 

http: / /www.ni j l .ac . jp

表紙絵解説の訂正 
　前回発行分（No5）の表紙絵（近世水滸伝）の解説文に誤りがありましたので、以下に正しい
解説を掲載します。 
　「平手壹岐（ひらでいき）　市川小団次」大判錦絵、文久2年（1862）7月改印。3代目歌川豊国
画。仮名垣魯文暗記の略伝。講釈『天保水滸伝』では、北辰一刀流（ほくしんいっとうりゅう）の
達人平手造酒（ひらてみき）。千葉周作門下であったが破門され、笹川繁蔵の客分となる。天保15
年8月の飯岡一家の殴り込みの際、大勢を相手に防戦し死ぬ。似顔で描かれる4代目市川小団次は、
この時は座頭（ざがしら）も勤めるほどの人気と実力を持ち、特に下層階級の人物を写すことに
優れていた。 

http://www.nijl.ac.jp
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